










妊娠,出産,育児は,女性が自己の心理的成長の契機をもたらす危機的事象であり,妊娠から

育児に至る経過で,母親として適応するための意識が形成されると言われている(Caplan,1

957;Bibring,1959;Benedek,1959)。本研究は,妊娠から育児に至る女性の心理的変化過程が

,彼女の母性意識形成に影響を及ぼすと.ともに,その後の母子相互作用のあり方に影響を

与えることを作業仮説として,妊娠婦と彼女が体験する種々の環境的事象との相互作用の

時間的変化を,母性意識の発達過程として記述することを目的に計画されたものである。 

本研究を通して明らかにされる点は,母親となる女性が,種々の相互作用の側面のうち,ど

の側面から環境移行を展開し,心理的過程の再構成をするのかを,妊娠期の初期,中期,後期

の時間的変化の中でとらえ,さらに,妊婦の自己形成の発達段階ないしは,心理的危機のエ

ピジェネティクモデルを示すことである。 


